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5月 29ヨ ～6月 6日 まで |‐ 間 「山梨 中央線キャンペーンJの一環として 標かしの SL(=気獲関亘)が甲府 Jヽt淵沢間を走りました.イ
ベント当日 甲●駅のホームではたくさム,の観光事がその娑を写真にヽ め 甲高い汽笛とともに出発した際には拍手とま声が湧■起こり tjう

もうたるヽ気とともに力強く道0その勇姿に 日を組めていました。(写真 , 管理課

「

3_●揉 J臼 目弘)



てんじん

「甲府市北東地域包括支援センター ご挨拶」

甲府市北東地域包括支援センター

主任ケアマネジャー  」ヽ名木 健

公的機関として甲府市に 10箇所あ

る地域包括支援センターも開設から5

年目を迎えました。甲府市北部の相川

地区と北新地 Xを担当地域とする私共

は、地TI的に独立行政法人国立病 1院機

構甲府病院を支援地域の中心とし、地

域の総合相談窓口として日々の業務を

行っています。

介護関連をはじめ日々の生活の事等

多くの相談が寄せられます。高齢者本

人からはもちろん、ご家族や近隣の方

等相談者は多岐にわたりますが、熱心

に地域で活動されている自治会長さんや民生委員さんからの相談が多いのが特徴です。

医療に関する支援は認知症や精神疾患、虐待等もなΠわり困難に直面しますが、独立行政法人国立病

院機構甲府病院においては長沼博文院長をはじめ各科の先生方が退院前や外来診察時に生活状況や背

景に熱心に耳を傾けてくださるので、最適な医学的管理の中、早期の解決に結び付けることが出来て

います。

その際私共やケアマネジャー と病院の橋渡 し役 となる医療相談室のソーシャルワーカーさんは、

様々な依頼にも迅速な対応をしてくださり感謝しています。ソーシャルワーカーさんを囲んでの勉強

会等を行い、共に地域を支える仲間として自己研鑽に励んでいます。

「国立さんがあるから安心J独立行政法人国立甲府病院が地域に密着 した医療を提供 していること

で、複雑多岐な相談もスムーズに支援できることを地域の皆さんの言葉からも日々実感しています。

これからもどうぞよろしくお願いします。

■地域包括支援センターとは

各市口J村に 1ケ 所以 L設置されている公IKl機 関で、専門職

員として保健

'市

 社会福祉士 主任ケアマネジャーらが配

置されています。相談は無Tlです。

■l■所

〒400-0003 山梨県甲府市塚原 m1359

Te1 055-252-3398
F欲 055-252-1602
e mail aikawa3@kashinokai.orjp

■対応時間

センター外観

24時間 365日
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副看護部長  自川 由起子

平成 22年度もスタートし2ヶ月が過ぎました。今年度は例年より多くの新入を迎え病棟は、患者さんに安全

で安心した看護が提供できるよう新人教育に令力を注いでいます。又病棟の要である看護師長も2名を迎え、共

に頑張っているところです。今回は 2名の看護師長を紹介致します。又新人の成長ぶりは今後皆様に紹介させて

いただきたいと思います。

このたび、まつもと医療センターから配置換えで参りました相原です。

IF年度まで 6年間、松本まで電車通勤をしていましたが、この 4月地元の

甲府病院に戻ってきました。現在は市で 15分の通勤をしています。

4病棟は混合病棟ということで、小児科から内Il 外科と幅広い看護を

実践しています。そんな中でスタッフ 人 人が看護に対して誠実に取り

組んでいることを強く実感しています。私も患者様が甲府病院に入院して

良かったと感じてJ■ けるような質の高い看護が提供できるように、甲府病

院の看護IT長 として頑張つていきたいと思っています。どうぞよろしくお

願いします。

転勤で参り幸
い

―
） た

はじめまして

4病棟看護師長

相原 昭子

手術室 中材看護師長

林 由美子

4月 1日 付けで、国、|がんセンター中央病院より昇任し、甲府病院の手

術室  材の看護師長に配属されました。山梨に住むのは初めてです。こ

ちらに来て 2ケ 月、季節の花や山々からのぞく富十山を見るのが楽しみに

なりました。

手術室は、特殊な環境ですので、怖いイメージを持つ方が多いと思いま

す。 8名 のスタッフは、そんな患者様の思いを理解し対応できる明るく思

いやりのある看護師です。患者様とは、手術中の数時間の関わりですが、

限られた時間だからこそ最善の準備で患者様をお迎えし、少しでも不安が

軽減されるようお 人お 人に合わせた看護を行って行きたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。
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「研究検査科J

医化学主任  小澤 仁

研究検査科は、検査科長 (医師)、 技師長、副技師長、主任技師、技師の医

師 1名臨床検査技師 9名で構成されています。

信頼される臨床検査結果提供のため日々努力を重ね、夜間・休日 (自 宅待

機)も 含め検査を行っています。また、院内の輸血療法委員会、感染対策

チーム (ICT)・ 栄養サポートチーム (NST)な どのチーム医療に参画してい

ます。特に感染対策については、研究検査科からの迅速な情報発信が重要な

カギとなります。その他に糖尿病教室では、参加者の皆様と一緒に勉強する

機会も年数回あります。

『臨床検査』は、治療の入り口でもあり、病気の早期発見や経過観察、治療効果の判定に大きく貢献してい

ます。当院の検査は、大きく分けて生体検査 (生理学的検査)と検体検査があります。

《生体検査》
心電図、肺機能、聴力、脳波、血圧脈波、心臓・腹部超音波などの各

種検査があり、患者様と直接お会いして検査を行っています。これらの

検査は、患者様自身の身体に直接触れますので、検査などに対する恐怖

心や不安感を出来るだけ和らげるように検査説明など十分に行うよう努

力しています。

検勧 鰊 lll翅
・

)

超音波検査室

《検体検査》
検体検査は、7部門に分かれ、患者様からの採取した血液・尿 使・喀

痰・分泌物・切除した組織などを用いて検査を行っています。

血液 検査

生化学検査

免疫 検査

血液細胞分類・計測を行ったり、血液の凝固する力を測

定しています。

血中の血糖値やコレステロール値などの栄養状態・肝機

能 腎機能など臓器の状態を調べています。

肝炎ウィルス検査や感染症に対する抗体や腫瘍に対する

特殊マーカーを調べています。

詳細な血液型を調べたり、輸血製剤の適合性を確認し払い出しを行っています。踏

謄

血

般

輸

一

微生物検査

病理 検査

尿中の赤血球、自血球、蛋白、糖等の有無から腎臓や肝臓の異常や、使から消化器の異常な

どを調べています。

「正確な感染情報を迅速に報告 日 を目標に日々がんばっています。

病気の診断や原因の究明を目的として、採取された組lal、 細胞を対象に顕微鏡をもちいて診

断を行っています。
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『朧瞭ガ財聰蜃勧鰍鰤 iこり腺暉』

医療安全管理係長 中田 寛子

5月 に医療ガスの取り扱いについての研修を行いました。当病院では酸素をはじめ、麻酔時に使用

する亜酸化幸素 (笑気ガス)等の医療ガスを取 り扱っています。医療ガスにはそれぞれ特性があり、

その特性を理解して取 り扱わなければ重人な事故につながる危険性があります。事故事例も交えた内

容であり、取 り扱い方法や危険性を再認識する機会となりました。

医療ガスの中で酸素はよく知られており、使用頻度が高いものです。酸素には燃焼を助ける作用が

あるため、酸素が吹き出している近くで火を取 り扱うと火傷や火災等の事故につながります。病院内

では病室をはじめ、各所に峻素の配管を設備 しております。安全な環境の中で酸素を使用できるよう

に、 1坑内では火気の原因となる喫煙は禁止しております。

酸素は院内だけでなく、在宅で使用する場合があります。その場合は火気厳禁というわけにはいき

ません。酸素を吸入中の患者さんが喫煙 し、火傷や火災が発生する事例があります。安全に酸素を使

用して頂 くために下ndの lT意事項をltS示 させて頂きます。

①高濃度の酸素を吸入中に、たばこ等の火気を近づけるとチューブや衣服等に引火し、重度の

火傷や住宅の火災の原因となります。

②酸素濃縮装置等の使用中は、装置の周囲 2m以 内には火気を置かないでください。

特に酸素吸入中には、たばこを絶対に吸わないで下さい。

③火気の取扱いに注意し、収扱説明書どおりに正しく使用すれば、酸素が原因でチューブや衣

服等が燃えたり、火災になることはないので、過度に恐れることなく、医師の指示どおりに

酸素を吸入 してください。
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「運動器の10年 一障害者100人による日本縦断駅伝―』
スポーツ・膝疾患治療センター  落合 聡司

去る 3月 8日～10日 に、われわれスポーツ・膝疾患治療センタースタッフは、WHO承認活動「運動器の 10

年Jの 国内キャンペーン「障害者 100人による日本縦断駅伝Jにサポートドクターとして参カロしてきました。

同キャンペーンは、骨や関節など運動に必要な器官の重要性を訴える世界運動の一環です。本年 2月 21日沖縄

県を出発し、4月 16日北海道にいたる全行約 2.300kmを 、運動器に障害を持つ方々100人が、電動アシスト

自転車・手こぎ自転車・車椅子などを利用してタスキをリレー、各県において「運動器の大切きJをアピールし

ました。

当センターからは渡退義孝医師と私、リハ

ビリテーション科から浅野厚雄理学療法士が

参加し、静岡県～山梨県区間を受け持ちまし

た。嬉しくも当センターで治療した 6名 もの

患者さんが、走者として名乗りをあげ参加し

て下さいました。私が担当したのは静岡県豊

橋市～島田市の全行 85kmで、山梨県出身の

日資家の風問深志氏 (自身が下肢に障害をも

つ「運動器の 10年J親善大使)と ともに、

当センターで膝靭帯損傷を手術 治療した 3

名の患者さんが電動アシス ト自転車にて同区

間を走行 しタスキをつないでいただきまし

た。 (な お萩野哲男部長も参加予定でありま

したが大雪のため不参加。)

この区間の走者は皆、私が手術を担当した患者さんで、1名は乗馬中の事故で受傷し、運動器の重要性を深く

認識され、現在もパーソナルトレーナーのもと筋カトレーニングを実践している男性、2名の患者さんは治療経

過が良好で元の競技に復帰されているトップレベルのママさんバレーボールプレーヤーでした。復調してしまえ

ば一般人以上の体力を有する面々で、サポートするどころか遅れず伴走するのに精一杯でした。

優美な浜名湖から喧騒な浜松市の街道、」ヽ雨降る掛川市の峠道を経て無事ゴールヘ、皆 トラブル無く完走する

ことができました。長くて辛い道中でも楽しげ、元気に自転車を乗られる姿が印象的で、順調に回復されている

勇姿をみられたのが主治医の私にとっては全福でありました。

常日頃、患者さんとわれわれ医療従事者は医療を通じて障害と闘う同志と考えておりましたので、本キャン

ペーンにて患者さんと病院外で力を合わせゴールをめざし、またその回復具合を間近で確認できたことは生涯忘

れ得ない貴重な体験となりました。本キャンペーンでの任務は完了しましたが、運動器に障害を抱えた方々をサ

ポートするのが我々の使命であります。今後も研鑽を積み、最善な医療の提供でもってサポートを続けていきた

いと考えております。
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任・転任の

ごあいさつ

経営企画室長 藤

'7 
政 之

4月 1日 付で東長野病院から昇任で経
営企画室長として参りました藤澤です。

山梨県は以前西甲府病院に勤務 したこ

とがあり、二十六年ぶ りの甲府のtLです。
当時の甲ll l病 院は建物が占く、手狭な敷

すが、統合してこのような立派な病院になった事は非常
に喜ばしいことだと思っておりました。新病院としてF■5

院し10年を迎えようとしていますが、今後もlLllの皆
様に信頼される病院となれるよう日々努力していきます
ので よろしくお順いします。

も批わっています。小児 新生児の急1■の疾患を診るだ
けでなく、ハンデイキャップを抱えながら地域で生FTし
ている方々やご家族のお役にたてるように努力していき
たいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

管理課長 藤原 保
赴任して2ケ 月余り過ぎてしまいまし

た。ごlr抄が遅れて申しヨヽありません。
甲府病院は 20年ぶりの勤務となりま

す。私は山梨がtL元ですから、西甲府病院
と甲府病院2つの病院の勤務経験がありま

循環器利医長 葉袋 路子
4月 より就任致しました。循環器領以を

lH当 させて頂いております。もともとは甲
府出身ですが、県外の大学で学び、その後
も出身大学のll属 病院に勤務していたた

地に看護学l‐ がつ1設 されていたのを記憶 しています。
今回の赴任にあたり、甲府病院は建物自体が新 しく

アメニティが充実 しているのが目を引きました。病 完
の規模も大きからず小さからず というところなんで
しようが、この甲府盆地には人に1に 比 して競合する病
院が多くあり 今後如何に特色を生かして患者さんを

集めらオlる かが 経営的には課題かもしれません。
医療連携も担当して参 りますので、みなさんのお知

恵も借 りながら、少しでも健全な病院経営のお役に立
てればと思っております.ど うぞよろしくお願いいた
します.

辱 鵞′外 め、甲府で生Iす る●)は十数年振 りです。
1梨はやはり自然が豊かで、医局の窓から見えるアルプ

ス、八ケ岳、雲の浮かぶ広々とした空に癒されていま
す。このような,さ身共にゆとりのある環境で働かせて頂
けることに、感謝致します。まだ不慣れな点も多く ご
迷惑をお掛けしますがどうぞよろしくお願い致します。

natsunatsurl notsqootsuri nat€uFat€uri not€qmot€srl notsqhat

重症C真障害病棟 夏撃ι)

7月 28日 (水)18:00頃～19:30頃、当院1亘例となりました

重症′心身障害病棟の夏祭りが行われます.病院の中で治療を受けな
がら生活している、約 120名の方々が体訓のデ「す限り参力Πなさい

ます.例年、地元の方々のご協ノJを得て、音楽演奏、盆踊りなどの

イベントを楽しみます。締めくくりは花火です。大きなものではありませんが、花火師

さんの技が見ものです。昨年は雨人の為、療育割1練棟で行いチーム MOMO■ による
じょいそ―らんの踊りを楽しみました。今年も皆さんが楽しめるような企画を計画しています。
よろしかったら夕涼みのお散歩のついでに足をおltび ください。

1,ns,oun3事 Ou ,lns,り uns,り u !′ ns●Ounsュ ou llo8,Oun3,Ou l,n3年 ●un3事 りu :′ n3,り unS,り u ,1え P,中瑯

平成 22年度一日平均患者数

※5月 分及び年間累計は5月 末日現在 (小数点以下第 2位は四捨五入)
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話響
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4月 5月 6月 7月 8月  1 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

一 般 999 916 957

1208重 心 121 1 1205

計 2209 2122 2165

×5月 分及び年間累計は5月 末日現在 (小数点以下第 2位は四捨五入)

月 据J

4月 5月 6月 7月 8月 つ月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

2578 2738 2652



てんじん 第35号

一担
一

一医
一

一来
一

■師| 1当|
平成 22年 6月 1日現在

月 央 水 木 金

階

診

察

室

内 科

1

2

3

讐

墨

□

渡
一黒

川

|'子 渡邊

黒   澤

編環器卜佐野

渡  邊

黒  澤

渡  邊 1 渡  邊

に吸器■菱山  黒  澤

軍
~~百

1太  田_
循環器■ 薬 袋 古 屋 古  屋  備環器■薬袋 徒l.士科 薬 袋

特殊外来  午後 3時 ～ 邊渡

外 科

１

一
２

本

り||

鈴
一浅

牧    角   田
―_____|――_――

「
乳l● ,1丼 高橋    肝慎すIT命令木

木鈴 牧

消 化 器 科
1 岡稲 岡稲

2 澤   田 1澤   田 田澤 田澤

整 形 外 科
スポーツ膝疾恙治癒センター

1

1   2

「
5

萩  野

千  賀 渡一落一

運̈
　
△
□
渡一落〓

亀
釧

三
階
検
査
室

内 鏡視 稲  岡 1大 学講師

大学講師

大学講師 澤 田 り||)曳

エ   コ   ー 陽
料
袋

査検
蔓

“
臓

贖
●

t 喧薬袋

贖
“
検査科

階

診

察

室

小  児  科

1 1

:専F]外来 1

1(午 後 )

1専 [蓼 ■]7● 久富

'・

耳£|

‐-7● 久富

久  富

壽
1確 小野

久   富

代 詞内田

脳神経タト科 (空 い赫 ) 長 沼
―_____1 

長  沼 勒
洞長  沼  長

器尿泌 科
り
後

よ
午

学
前

大
午

産 婦 人 科卜:

1   3

澤

一
宮

一
一

滝

一
雨

一

1雨   宮

仁
社

滝 澤 雨 宮

原   1高   木
~―――__三  1 延掟助醐TttF

高  木

滝   澤

原

眼 f4 卍摺』地場 場  地  場地 場地

耳 鼻 咽 喉 科 矢  崎  ~~~――

●受付時間 初診/午前8時30分～午前110寺 OO分 再診/午前8時 20分～午前11時00分 (再診で予約を取られている方は予約時間まで)

●予防姜種(4ヽ児料)毎週木曜日(完全予約制)

0毎月第4金曜日 糖尿病教室 黒澤医師

0,L児健診 毎週 人 金曜日(完全予約制)

0人間ドック 毎週 人 木曜日  脳ドツク 毎週 月 央曜日

「乳腺外来Jについては 毎週木曜日の午

前中に行つています。乳房にしこりなどの

異常を感じたら、すぐに受診されることを

お勧めします。

「肝臓専P3外来Jについては 毎週金曜日

の午前中に行つています。近親者に肝炎

の方がいらつしやるなど自分も肝炎にか

かっているのでは とご心配な方、健康

診断で肝機能障害を指摘された方などは

受診されることをお勧めします。

「物忘れ外来」については、脳神経外科で

行つています。認知症かな、と思つたら、

受診されることをお勧めします。
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*下記の電話番号に (土 曰休日以外 )に直接c~連絡下さい

15 受付開始
30 オリエンテーション

35 日立病院機構 病院 看護部の概況の説明

インターンシップの説明

看護単位 教育の説明
45 施設見学 (宿舎)

30 処遇 宿合 採用試験の説明
00 買疑応答 解散

4F大会議富

1申 し込み
方法 1当 日参加も受け付けます.

国立病院機構甲府病院 着護部

冨帽 護部長 白川 由起子

T[[1 055-253-61 3 1 FAX1 055-251-5579
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